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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気密性を有するチャンバと、
　所定の位置を所定の方向に進む光が入射され、その入射角が０にならないように前記チ
ャンバ内に配置された第１反射部と、
　前記第１反射部により反射された光が入射される前記チャンバ内に配置された第２反射
部と、
　前記チャンバ内に封入され、光音響効果によって音波を生じる媒体と、
　前記媒体とチャンバ外部の間に設けられ、前記媒体が生じる音波をチャンバ外部に伝達
する振動部材と、
　を有するスピーカ。
【請求項２】
　請求項１記載のスピーカであって、
　Ｎを３以上の整数とし、ｎ＝１，２，…，Ｎとし、
　ｎ≧２のとき、第（ｎ－１）反射光が入射され、その入射角が０とはならないように配
置されるＮ個の第ｎ反射部を備えること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項３】
　２つの開口を有する枠状の反射手段と、
　前記開口の一方を覆う振動部材と、
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　前記開口の他方を覆い、前記振動部材とともに前記反射手段を密閉する密閉部材と、
　光音響効果によって音波を生じる媒体と、を有し、
　前記反射手段、振動部材及び密閉部材によって形成される密閉領域に、前記媒体を封入
し、
　前記振動部材は、前記媒体が生じる音波をスピーカ外部に伝達し、
　所定の位置を所定の方向に進む光が前記反射手段の枠内周面で２回以上反射すること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項４】
　請求項３記載のスピーカであって、
　上記密閉部材として、上記振動部材を用いること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項５】
　請求項３または４記載のスピーカであって、
　前記振動部材の周波数応答を変化させる枠状の介在部材を有し、
　前記振動部材は、枠状の前記介在部材を介して、枠状の前記反射手段と接し、その開口
を覆うこと、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項６】
　請求項３から５記載の何れかのスピーカであって、
　前記反射手段は、枠内周面の断面における両端をわずかに枠内側に傾けるように形成さ
れること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項７】
　請求項３から６記載の何れかのスピーカであって、
　前記光音響効果により発生する音波の速度をｖとし、音波の最大周波数をｆ０とし、
　前記振動部材と前記密閉部材との距離がｖ／２ｆ０未満であること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項８】
　請求項３から７記載の何れかのスピーカであって、
　前記振動部材及び媒体が透明であること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項９】
　請求項３から８記載の何れかのスピーカであって、
　複数の所定の位置を所定の方向に進む光が、それぞれ前記反射手段の枠内周面で２回以
上反射すること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項１０】
　請求項３から９記載の何れかのスピーカであって、
　所定の位置を所定の方向に進む光、または、前記反射手段の枠内周面で反射された反射
光が同じ領域を複数回通過すること、
　を特徴とするスピーカ。
【請求項１１】
　請求項１０記載のスピーカであって、
　前記反射手段は、楕円形枠状であり、
　前記光が、前記反射手段の成す楕円形枠状の２つの焦点のいずれか一方を通過すること
、
　を特徴とするスピーカ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、光音響効果を用いたスピーカに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光熱変換とは、光が物質に衝突したとき、熱エネルギーに変わる現象をいい、光音響効
果とは、光熱変換によって発生した熱による体積膨張により音響波（疎密波）を発生する
現象をいう。この光音響効果を利用したデバイスが従来技術として知られている。例えば
、光音響効果を用いたスピーカ１１０を記載した特許文献１が従来技術として知られてい
る。図１は、特許文献１のスピーカの構成例を示す。音の発生位置である音波発生領域１
１１に対し、Ｘ軸レーザ装置１１２，Ｙ軸レーザ装置１１４，Ｚ軸レーザ装置１１６の３
箇所からレーザ光１１２Ａ，１１４Ａ，１１６Ａを照射する。
【０００３】
　一方、反射鏡と光音響効果を用いたスピーカ１２０を記載した特許文献２が従来技術と
して知られている。図２は、特許文献２のスピーカ１２０の構成例を示す。光源装置１２
１は、レーザ光１２１Ａを吸光チェンバ１２３内に封入されたガス１２３Ａに照射し、光
音響効果を発生させる。レーザ光１２１Ａを反射鏡１２５に一度だけ反射させる。これに
より、反射光１２５Ａも光音響効果を発生させる。入射光１２１Ａと反射光１２５Ａを用
いて光音響効果を発生させるため、吸光チェンバ１２３内の封入ガス１２３Ａに効率良く
音波を発生させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５６９４４７７号明細書
【特許文献２】米国特許第４６４１３７７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１は、音波発生領域１１１に十分なエネルギーのレーザ光１１２Ａ，
１１４Ａ，１１６Ａを集光させたとしても、レーザ光１１２Ａ，１１４Ａ，１１６Ａは音
波発生領域１１１を突き抜けるため、大半の光エネルギーは、音波発生領域１１１におけ
る光熱変換には用いられない。よって、音を発生させたい領域において効率良く光熱変換
を行って音波を発生させることができないという課題がある。
【０００６】
　一方、特許文献２は、入射光１２１Ａに対し、平面な反射鏡１２５を直角に設置してい
る。そのため、反射光１２５Ａによっても光熱変換が行われるが、反射するのは一回のみ
であり、吸光チャンバ１２３内を一往復しただけで光は光源方向に戻る。そのため円柱状
の吸光チャンバ１２３の長さが短いまたは封入ガス１２３Ａの吸光率が低い場合は、光熱
変換が十分行われず効率が悪い。よって、特許文献１と同様の課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の課題を解決するために、本発明のスピーカは、気密性を有するチャンバと、所定
の位置を所定の方向に進む光が入射され、その入射角が０にならないようにチャンバ内に
配置された第１反射部と、第１反射部により反射された光が入射されるチャンバ内に配置
された第２反射部と、チャンバ内に封入され、光音響効果によって音波を生じる媒体と、
媒体とチャンバ外部の間に設けられ、媒体が生じる音波をチャンバ外部に伝達する振動部
材と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、発生させた光をチャンバ内において２回以上反射させることにより、効率良
く光熱変換を行い、音波を発生させるという効果を奏する。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】特許文献１のスピーカの構成例を示す図。
【図２】特許文献２のスピーカ１２０の構成例を示す図。
【図３】スピーカ２００の構成例を示す斜視図。
【図４】スピーカ２００の構成例を示す分解斜視図。
【図５】光源装置１２１の構成例１を示す図。
【図６】光源装置１２１の構成例２を示す図。
【図７】光が反射する様子を示す概念図。
【図８】光１２１Ａのスポット面積１２１Ｂに対する、入射角θ１が０となる有効面積２
１９１Ｂの比が小さい（０に近い）場合の例を示す図。
【図９】スピーカ２００のチャンバ内で光が反射する概念図。
【図１０】枠内周面の断面における両端を枠内側に傾けた場合の図３のＡＢＣＤ断面図の
反射手段部分の拡大図。
【図１１】スピーカ３００の構成例を示す分解斜視図。
【図１２】スピーカ４００のチャンバ内で光が反射する概念図。
【図１３】スピーカ５００のチャンバ内で光が反射する概念図。
【図１４】スピーカ６００のチャンバ内で光が反射する概念図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
［スピーカ２００］
　図３はスピーカ２００の構成例を示す斜視図、図４はスピーカ２００の構成例を示す分
解斜視図である。以下、図３及び４を用いて、実施例１に係るスピーカ２００を説明する
。スピーカ２００は、反射手段２１０と振動部材２２０と密閉部材２３０と介在部材２４
０と媒体２５０を有する。まずスピーカ２００に所定の位置を所定の方向に進む光１２１
Ａを発射する光源装置１２１について説明する。
【００１２】
＜光源装置１２１＞
　光源装置１２１は、公知の発光装置や光学系を組み合わせることにより構成することが
できる。図５は光源装置１２１の構成例１を示す。光源装置１２１は、発光装置１０、音
波形変調装置１１、ドライバ１３、光学系１５を有する。音波形変調装置１１は、発光装
置１０の発射する光の周波数及び振幅等を変調する。ドライバ１３は、音波形変調装置１
１の信号にもとづき直接発光装置１０の光量を操作する。光学系１５は、発光装置１０の
発射する光を反射・屈折させたり、物体の像を生じさせたりするためのレンズ・プリズム
・反射鏡などの組み合わせである。
【００１３】
　図６は光源装置１２１の構成例２を示す。光源装置１２１は、ドライバ１３に代えて光
モジュレータ１７を有する構成であってもよい。光モジュレータ１７は、任意の光強度を
作り出す。
　このような構成により、光源装置１２１は、所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａ
を発射する。なお、本実施例では、光源装置１２１は、スピーカ２００の外部に配置され
ているが、スピーカ２００内部に配置される構成としてもよい。
【００１４】
＜媒体２５０＞
　媒体２５０は、光音響効果によって音波を生じる。例えば、媒体２５０は、吸光度の高
い気体等である。
＜構造＞
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　枠状の反射手段２１０の有する２つの開口の一方を振動部材２２０で覆い、開口の他方
を密閉部材２３０で覆う。これにより、反射手段２１０を振動部材２２０と密閉部材２３
０により密閉する。なお、振動部材２２０は、枠状の介在部材２４０を介して、枠状の反
射手段２１０と接し、その開口を覆う構成としてもよい。なお、各構成要素については後
述する。
【００１５】
　反射手段２１０、振動部材２２０及び密閉部材２３０によって形成される密閉領域に、
媒体２５０を封入する。以下、気密性を有する構成をチャンバといい、この場合、チャン
バは、密閉領域を形成する反射手段２１０、振動部材２２０及び密閉部材２３０からなる
。なお、チャンバには、介在部材２４０等の他の構成が含まれてもよい。
　チャンバ内において、光１２１Ａや第ｎ反射光２１９ｎＡが媒体２５０に照射され、光
熱変換により、光エネルギーが媒体２５０等の熱エネルギー等に変わり、光音響効果によ
り音波（疎密波）が発生する。第ｎ反射光２１９ｎＡについては、後述する。
【００１６】
＜反射手段２１０＞
　反射手段２１０は、枠状であり、２つの開口を有する。反射手段２１０は、枠内周面に
第１反射部２１９１と第２反射部２１９２を有する。図７は、光が反射する様子を示す概
念図である。
【００１７】
『第１反射部２１９１及び第２反射部２１９２』
　第１反射部２１９１は、所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａが入射され、その入
射角θ１が０にならないように配置される。第２反射部２１９２は、第１反射光２１９１
Ａが入射されるように配置される。言い換えると、第１反射部２１９１は、光１２１Ａが
入射され、その入射角θ１が０となる有効面積が０となるように配置される。なお、「第
１反射部２１９１は、所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａが入射され、その入射角
θ１が０にならないように配置される」とは、「第１反射部２１９１は、光１２１Ａが入
射され、光１２１Ａのスポット面積に対する、入射角θ１が０となる有効面積の比が小さ
く（０に近い）なるように配置される」場合も含むものとする。図８は、光１２１Ａのス
ポット面積１２１Ｂに対する、入射角θ１が０となる有効面積２１９１Ｂの比が小さい（
０に近い）場合の例を示す。このような構成とすることで、光１２１Ａが反射手段２１０
の枠内周面で２回以上反射する。
【００１８】
　このように第１反射部２１９１及び第２反射部２１９２を配置することで、光１２１Ａ
、第１反射光２１９１Ａ及び第２反射光２１９２Ａによって光熱変換を行う。言い換える
と、チャンバ内の実質的な光路は最低でもチャンバを一往復半することとなり、従来技術
に比べ、効率良く、光熱変換を行い音波を発生させるという効果を奏する。
【００１９】
『第ｎ反射部２１９ｎ』
　例えば、反射手段２１０は、枠内周面に、Ｎ個の第ｎ反射部を有する。但し、ｎ＝１，
２，…，Ｎであり、Ｎは３以上の整数である。また、第ｎ反射部２１９ｎにより反射され
た光を第ｎ反射光２１９ｎＡという。ｎ≧２のとき、第ｎ反射部２１９ｎは、第（ｎ－１
）反射光が入射され、その入射角が０とはならないように配置される。
【００２０】
　図９は、スピーカ２００のチャンバ内で光が反射する概念図である。例えば、反射手段
２１０は、長方形枠状であり、４枚の板状部材２１１、２１２、２１３及び２１４からな
る。光１２１Ａは、光源装置１２１から発射される。反射手段２１０は、入射窓２１６を
有する。入射窓２１６は、光源装置１２１の発射する光１２１Ａが通過することができる
材料により形成される。光１２１Ａは、入射窓２１６を介して、スピーカ２００内部に入
射され、さらに、第１反射部２１９１に入射される。第１反射部２１９１は、光１２１Ａ
が入射され、その入射角が０にならないようにチャンバ内に配置されている。さらに、長
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方形枠状の板状部材２１２及び２１４は平行に配置されるため、枠内周面に位置する第ｎ
反射部２１９ｎは、第（ｎ－１）反射光が入射され、その入射角が０とはならないように
配置される構成となる。なお、第ｎ反射部は、枠状の内周面全周に設けられる鏡面の一部
であってもよいし、枠状の内周面の予め定められた部分に設けられる鏡面の一部であって
もよい。例えば、４枚の板状部材２１１、２１２、２１３及び２１４の全てに鏡面を設け
てもよいし、板状部材２１２及び２１４にのみ鏡面を設けてもよいし、さらに、その一部
にのみ鏡面を設けてもよい。なお、光源装置１２１は、スピーカ２００内部に配置され、
スピーカ２００内部の光源装置１２１から第１反射部２１９１に入射されてもよい。この
場合、反射手段２１０は、入射窓２１６を有さずともよい。
【００２１】
　このような構成とすることで、光１２１Ａ及びＮ個の第ｎ反射光によって光熱変換を行
う。言い換えると、チャンバ内の実質的な光路は｛（Ｎ／２）＋０．５｝往復することと
なり、従来技術に比べ、さらに効率良く光熱変換を行い、音波を発生させるという効果を
奏する。
【００２２】
『枠内周面』
　反射手段２１０の枠内周面は、第ｎ反射部が第ｎ反射光を第（ｎ＋１）反射部に入射さ
せる形状であればよい。例えば、枠内周面を平面とし、対向する枠内周面に対して平行と
なる形状でもよい。また、例えば、反射手段２１０は、枠内周面の断面における両端２１
０Ａ及び２１０Ｂをわずかに枠内側に傾けるように形成されてもよい。図１０は、枠内周
面の断面における両端を枠内側に傾けた場合の図３のＡＢＣＤ断面図の反射手段部分の拡
大図である。光源装置１２１により理想的な直線光が用意できれば最良であるが、実際に
は不十分な絞込み、拡散等によりわずかに光は広がる。上記のような構成とすることによ
って、振動部材２２０や密閉部材２３０が透明である場合や光を吸収する場合には、チャ
ンバ内の光が外に漏れる量や吸収される量を減少させることができる。なお、チャンバ内
の光が外に漏れる量や吸収される量を少なくするために、光１２１Ａの光軸が、振動部材
２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘ上に位置するようにスピーカ２００及び
光源装置１２１を配置することが望ましい。但し、他の配置であっても、発生した光が２
回以上反射するものであればよい。
【００２３】
＜振動部材２２０＞
　振動部材２２０は、媒体２５０とチャンバ外部の間に設けられ、媒体２５０が生じる音
波をチャンバ外部に伝達する。媒体２５０をチャンバ内に封入することができ、媒体２５
０が生じる音波をチャンバ外部に伝達することができればよく、例えば、ビニールラップ
、シリコンゴムのように軽く、柔軟な材料で構成してもよい。
【００２４】
＜密閉部材２３０＞
　密閉部材２３０は、反射手段２１０を振動部材２２０とともに密閉する。例えば、密閉
部材２３０は、媒体２５０が生じる音波が後方に伝達されるのを防ぎ、音波を吸収する部
材であることが望ましい。なぜなら、密閉部材２３０が媒体２５０が生じる音波を反射し
、この反射波が振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘから見て、振動
部材２３０方向（つまり、音波呈示方向ｄ）に生じた音波に干渉し、意図する音波とは異
なる音波が生じる可能性があるためである。
【００２５】
　この干渉を生じづらくするために以下のような構成とすることができる。図１０は、音
波の通過距離と距離Ｌの関係を示す図である。光音響効果により発生する音波の速度をｖ
とし、音波の最大周波数をｆ０として、振動部材２２０と密閉部材２３０との距離Ｌとす
る。光１２１Ａの光軸が、振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘ上に
位置する場合、音波発生領域は、振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面
Ｘを中心に対称な領域となる。このとき、音波の通過距離Ｚが、ｖ／２ｆ０未満の場合に
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、干渉が生じづらくなる。例えば、可聴域の音波の最大周波数を２０ｋＨｚとし、音速を
約３４０ｍ／ｓとしたとき、距離Ｌを８．５ｍｍ未満とする。このように距離Ｌがｖ／２
ｆ０未満となるようにチャンバを構成することで、発生する音波の波長領域で干渉縞が生
じづらくすることができる。
【００２６】
＜介在部材２４０＞
　介在部材２４０は、振動部材の周波数応答を変化させる。振動部材２２０は、枠状の介
在部材２４０を介して、枠状の反射手段２１０と接する。介在部材２４０は、反射手段２
１０と同様の枠状である。介在部材２４０は、例えば、チャンバ内の光音響効果によって
生じた音波を振動部材２３０がチャンバ外部への伝達することを容易にし、特定周波数領
域の音波を通過させるフィルター等である。
【００２７】
＜効果＞
　発生させた光をチャンバ内において２回以上反射させることにより、効率良く光熱変換
を行い、音波を発生させるという効果を奏する。また、密閉部材２３０と振動部材２２０
の距離に比べて振動部材２２０の面積を広くしても（密閉部材２３０の一点から振動部材
２２０の外周へ張られる立体角が2πステラジアンに漸近するようにに構成しても）、チ
ャンバ内の実質的な光路長が長くなるだけであり光音響効果は十分に得られることと、光
音響効果は実質的にチャンバ内全域から生じるために振動部材２２０を歪みなく均一に振
動させることができることから、薄型の平面スピーカを作成することができる。
　但し、本実施例は発明の内容を限定するものではない。例えば、各部材の大きさや材質
、形状等は発生させる音波等により適宜変更可能である。発生させた光をチャンバ内にお
いて２回以上反射させるものであればよく、薄型の平面スピーカでなくともよい。また、
必ずしも光１２１Ａの光軸が、振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘ
上に位置する必要はない。
【００２８】
＜その他＞
　なお、振動部材２２０及び媒体２５０を透明な材料により、構成してもよい。さらに、
密閉部材２３０として透明な材料を用いたり、または、密閉部材として、視覚刺激そのも
のを発する液晶画面等の公知のデバイス等を用いる。このような構成とすることで、シー
スルー型のスピーカとすることができる。視聴者から見て、スピーカ２００の後方に見え
る映像や物体と同じ方向から音波を発生させることができ、映像や物体と音の発生位置の
不一致を減らすことが可能となる。
【００２９】
　なお、密閉部材２３０として透明な材料や、液晶画面等を用いた場合、公知技術では、
透明であって、音波を吸収する材料を生成することは困難であるため、密閉部材により媒
体２５０が生じる音波を吸収することは難しい。このとき、前述のように振動部材２２０
と密閉部材２３０との距離Ｌがｖ／２ｆ０未満となるようにチャンバを構成すると、シー
スルー型のスピーカであって、かつ、干渉の少ないスピーカとすることができる。
【００３０】
［変形例１］
　実施例１と異なる部分のみ説明する。図１１は、スピーカ３００の構成例を示す分解斜
視図である。スピーカ３００は、反射手段２１０と振動部材２２０、２２０’と介在部材
２４０、２４０’と媒体２５０を有する。なお、実施例１の密閉部材２３０として、振動
部材２２０’を用いる。
【００３１】
＜構造＞
　反射手段２１０の有する２つの開口を振動部材２２０、２２０’で覆う。これにより、
反射手段２１０を振動部材２２０、２２０’により密閉する。なお、振動部材２２０、２
２０’は、枠状の介在部材２４０、２４０’を介して、枠状の反射手段２１０と接し、そ



(8) JP 5006896 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

の開口を覆う構成としてもよい。
　反射手段２１０及び振動部材２２０、２２０’によって形成される密閉領域に、媒体２
５０を封入する。この場合、チャンバは、密閉領域を形成する反射手段２１０及び振動部
材２２０、２２０’からなる。なお、本変形例では、２つの振動部材及び介在部材を用い
ているが、反射手段の大きさの約２倍の１つの振動部材及び介在部材で、反射手段２１０
全体を覆い、２つの開口を覆う構成としてもよい。
【００３２】
　図１１に示すように、背面を前面と同じく振動部材２２０’で構成することで、実施例
１と同様の効果を奏するのに加え、前面と背面の両面同時に音波を放射する両面スピーカ
として構成することができる。なお、介在部材２４０は必要に応じて設ければよい。また
、光１２１Ａの光軸が、振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘ上に位
置する場合、音波発生領域は、振動部材２２０と密閉部材２３０の中間に位置する平面Ｘ
を中心に対称な領域であるため、両面から同程度の音波を発することができる。
【００３３】
［変形例２］
　実施例１と異なる部分のみ説明する。図１２は、スピーカ４００のチャンバ内で光が反
射する概念図である。
　複数の所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａ１、１２１Ａ２、…、１２１ＡＫが、
それぞれ反射手段４１０の枠内周面で２回以上反射するように構成する。
　例えば、複数の所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａ１、１２１Ａ２、…、１２１
ＡＫは、Ｋ個の光源装置１２１ｋから発射される光である。但し、Ｋは２以上の整数であ
り、ｋ＝１，２，…，Ｋである。
【００３４】
＜反射手段４１０＞
　例えば、反射手段４１０は、枠内周面に、Ｎ×Ｋ個の第ｎｋ反射部及び入射窓２１６ｋ

を有する。但し、このとき、Ｎは２以上の整数である。また、第ｎｋ反射部４１９ｎｋに
より反射された光を第ｎｋ反射光４１９ｎＡｋという。
【００３５】
　Ｋ個の光源装置１２１ｋから発射される光１２１Ａ１、１２１Ａ２、…、１２１ＡＫは
、それぞれ入射窓２１６１、２１６２、…、２１６ｋを介してチャンバ内に入射される。
【００３６】
　第１ｋ反射部４１９１ｋは、光１２１ｋＡが入射され、その入射角が０にならないよう
に配置される。第２反射部４１９２ｋは、第１反射光４１９１Ａｋが入射されるように配
置される。
【００３７】
　ｎ≧２のとき、第ｎｋ反射部４１９ｎｋは、第（ｎｋ－１）反射光が入射され、その入
射角が０とはならないように配置される。
【００３８】
　このような構成とすることで、実施例１と同様の効果を奏し、さらに、光源装置１２１
ｋを同様に駆動することにより光音響効果のエネルギー（すなわち発生する音波の強度）
をＫ倍に増やすことできるという効果を奏する。また、光源装置１２１ｋごとに異なる変
調に基づき駆動することで音波の再現性を高めることができるという効果を奏する。
　なお、変形例１と同様に、両面スピーカとしてもよい。
【実施例２】
【００３９】
　実施例１と異なる部分のみ説明する。図１３は、スピーカ５００のチャンバ内で光が反
射する概念図である。所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａ、または、反射手段５１
０の枠内周面で反射された反射光５１９ｎＡが同じ領域を複数回通過する。反射手段５１
０は、楕円形枠状であり、光１２１Ａが、反射手段５１０の成す楕円形枠状の２つの焦点
Ａ，Ｂのいずれか一方を通過する。例えば、反射手段５１０は、１枚の板状部材５１１か
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１９１Ａが反射手段の成す楕円形枠状の２つの焦点のいずれか一方を通過する構成として
もよい。
【００４０】
＜反射手段５１０＞
　例えば、反射手段５１０は、楕円形枠内周面に、Ｎ個の第ｎ反射部を有する。光１２１
Ａが、反射手段５１０の成す楕円形枠状の焦点Ａを通過するように配置する。第１反射部
５１９１は、焦点Ａを通過した光１２１Ａが入射される。第２反射部５１９２は、第１反
射光５１９１Ａが入射されるように配置される。なお、第１反射光は、楕円形の性質によ
り、楕円形の焦点Ｂを通過する。さらに、ｎ≧２のとき、第ｎ反射部５１９ｎは、第（ｎ
－１）反射光が入射され、その入射角が０とはならないように配置され、第ｎ反射光５１
９ｎＡは、楕円形の性質により、楕円形の焦点ＡまたはＢを通過する。
【００４１】
　このような構成とすることによって、実施例１と同様に効率良く光熱変換を行い、音波
を発生させるという効果を奏する。また、薄型の平面スピーカを作成することができる。
さらに、楕円体の特性より必ず第ｎ反射光５１９Ａは楕円の焦点Ａ，Ｂを通過する。その
ため、焦点近傍領域において特に顕著に光音響効果が生じる。よって、単なる平面波では
なく、焦点位置に音の中心を持つような音波を生じることができる。
【００４２】
［変形例１］
　実施例２と異なる部分のみ説明する。図１４は、スピーカ６００のチャンバ内で光が反
射する概念図である。所定の位置を所定の方向に進む光１２１Ａ、または、反射手段６１
０の枠内周面で反射された第ｎ反射光６１９ｎＡが同じ領域を複数回通過する。反射手段
６１０は、放物線板状部材６１１と直角に交わる平面板状部材６１２及び６１３からなる
枠状である。光１２１Ａは、放物線の対称線Ｖに対して、平行に入射窓２１６から入射さ
れる。このような構成とすることで、光は、焦点近傍領域を複数回通過する。
【００４３】
＜反射手段６１０＞
　例えば、反射手段６１０は、放物線と直角に交わる二辺からなる枠内周面に、Ｎ個の第
ｎ反射部６１９ｎを有する。光１２１Ａが、放物線の対称線Ｖに対して、平行に入射窓２
１６から入射されるように配置する。第１反射部６１９１は、光１２１Ａが入射される。
第１反射光６１９１Ａは、焦点Ｙを通過して第２反射部６１９２に入射される。さらに、
ｎ≧２のとき、第ｎ反射部６１９ｎは、第（ｎ－１）反射光が入射され、その入射角が０
とはならないように配置される。なお、放物線の性質により、第４ｎ反射光及び第（４ｎ
＋２）反射光は対称線Ｖに対して平行となり、第（４ｎ＋１）反射光は、焦点Ｙを通過す
る。
　このような構成とすることによって、第（４ｎ＋１）反射光は、焦点Ｙを通過するため
、焦点近傍領域において特に顕著に光音響効果が生じる。よって、実施例２と同様の効果
を奏する。なお、実施例１及びその変形例１、２と実施例２及びその変形例１は適宜組み
合せることができる。
【符号の説明】
【００４４】
２００、３００、４００、５００、６００　スピーカ
２１０、４１０、５１０、６１０　反射手段
２２０　振動部材
２３０　密閉部材
２４０　介在部材
２５０　媒体
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